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Ⅰ

　

冷
た
い
石
の
床
に
黒
っ
ぽ
い
木
製
の
テ
ー
ブ
ル
が
幾
つ
か
並
べ
ら
れ
、
中
央
に
は
銀
色
の
サ
モ
ワ
ー
ル
（
茶
沸

か
し
器
）
が
湯
気
を
立
て
て
い
た
。
壁
の
天
井
に
近
く
、
巨
大
な
ス
タ
ー
リ
ン
の
肖
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
外

は
雪
が
降
り
積
も
り
、
ガ
ラ
ス
窓
さ
え
凍
り
つ
い
て
い
た
。

　

一
九
三
一
年

―
日
本
で
言
え
ば
昭
和
六
年
の
年
が
明
け
て
か
ら
十
数
日
が
す
ぎ
た
午
後
、
モ
ス
ク
ワ
郊
外
に

建
て
ら
れ
た
極
東
労
働
者
共
産
大
学
（
ク
ー
ト
ヴ
ェ
）
内
の
食
堂
に
、
一
人
の
日
本
人
女
性
が
頬
杖
を
つ
き
、
ロ

シ
ア
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
分
厚
い
ロ
シ
ア
語
の
本
を
広
げ
て
い
た
。
頭
が
前
後
に
揺
れ
、
そ
の
眼
は
今
に
も
閉
じ

ら
れ
そ
う
だ
。

「
同
タ
ワ
ー

志リ
シ
チナ

ー
ジ
ャ
」

　

頭
上
か
ら
降
っ
て
き
た
ロ
シ
ア
語
に
、
ナ
ー
ジ
ャ
と
呼
ば
れ
た
日
本
人
女
性

―
貴き

代よ

美み

は
、
び
く
り
と
背
筋

を
伸
ば
し
、
声
の
主
を
見
上
げ
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
。

　

声
を
か
け
て
き
た
の
は
、
ワ
ル
ワ
ー
ラ
・
イ
ワ
ー
ノ
ヴ
ナ
。
三
十
台
半
ば
の
ロ
シ
ア
女
性
。
こ
の
極
東
労
働
者

共
産
大
学
で
東
洋
か
ら
来
た
留
学
生
た
ち
に
、
ロ
シ
ア
語
を
教
え
て
い
る
。

「
おズ
ド
ゥ
ラ
ー
ス
ト
ゥ
ヴ
ゥ
ィ
チ
ェ

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
タ
ワ
ー

志リ
シ
チワ
ル
ワ
ー
ラ
」

「
お
や
、
も
う
午
後
の
二
時
で
す
よ
。
あ
な
た
は
、
今
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
た
気
分
な
の
で
す
か
？
」

　

軽
く
か
ら
か
わ
れ
、
貴
代
美
は
相そ
う
ご
う好

を
崩
し
て
頭
を
か
い
た
。

　

日
本
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
間
に
は
国
交
が
結
ば
れ
て
い
た
が
、
両
国
民
が
自
由
に
往
来
で
き
る
体
制
に
は
な
い
。

【
登
場
人
物
】

伊
集
院
満
枝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｈ
市
の
地
主
の
娘

猪
俣
佐
和
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
満
枝
の
元
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
。
東
京
で
左
翼
活
動
に
従
事
。
党
員
と
な
る

増
田
小
百
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
旧
姓
・
安
西
。
伊
集
院
満
枝
の
一
年
後
輩

佳
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貧
し
い
農
家
の
娘
。
党
の
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

喜
代
美
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
女
工
。
党
に
派
遣
さ
れ
モ
ス
ク
ワ
に
留
学

李イ

麗ヨ

姫ヒ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
女
性
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン

小
沼
健
吾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
労
働
運
動
家
。
伊
集
院
家
の
元
小
作
人

三
沢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
党
中
央
委
員

村
野
栄
太
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
党
員
。
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
者

大
橋
多
喜
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
党
員
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家

増
田
喬
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
百
合
の
夫

磯
田
ア
ヤ
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
百
合
の
叔
母

磯
田
幸
吉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ア
ヤ
ノ
の
夫
。
学
校
教
師

悦
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ア
ヤ
ノ
の
生
徒
。
東
京
に
家
出
す
る

加
藤
寅
二
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
磯
田
幸
吉
の
元
教
え
子
。
脚
本
家

石
原
中
佐
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
関
東
軍
参
謀

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
年
一
月
〜
十
一
月
。
モ
ス
ク
ワ
、
間
島
、
東
京
市
、
満
州
大
連
、
弘
前
市
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「
生
活
に
は
慣
れ
ま
し
た
が
、
授
業
が
難
し
く
て
大
変
で
す
」

　

流
暢
な
ロ
シ
ア
語
が
、
貴
代
美
の
赤
い
唇
か
ら
流
れ
出
た
。

「
私
は
、
授
業
中
に
眠
く
な
る
悪
癖
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
さ
え
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
勉
強
も
進
む
の
で
す
が
」

　

ワ
ル
ワ
ー
ラ
は
笑
い
出
し
、
貴
代
美
の
肩
を
叩
い
た
。

「
気
に
病
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
、
こ
れ
ま
で
こ
こ
で
学
ん
だ
日
本
人
の
中
で
、
ロ
シ
ア
語
の
習
得

に
か
け
て
は
一
番
な
の
で
す
か
ら
」

　

お
世
辞
で
は
な
か
っ
た
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
料
理
に
も
、
生
活
風
習
に
も
、
貴
代
美
は
す
ぐ
に
慣
れ

た
。
他
の
日
本
人
留
学
生
が
米
の
飯
を
懐
か
し
が
る
な
か
、
ロ
シ
ア
の
黒
パ
ン
と
酸
味
の
あ
る
ス
ー
プ
を
、
お
い

し
そ
う
に
た
い
ら
げ
る
。

「
そ
う
い
え
ば
、
同
志
ナ
ー
ジ
ャ
」

　

ワ
ル
ワ
ー
ラ
は
声
を
潜
め
た
。

「
あ
な
た
の
同
室
者
は
、
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
で
し
た
ね
」

「
はダ

ーい
」

「
彼
女
と
は
、
会
話
を
か
わ
せ
ま
す
か
」

「
彼
女
は
日
本
語
を
話
せ
ま
す
し
、
簡
単
な
ロ
シ
ア
語
も
通
じ
ま
す
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

　

ワ
ル
ワ
ー
ラ
は
茶
を
飲
み
干
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。

「
な
る
べ
く
、
彼
女
と
仲
良
く
な
り
な
さ
い
。
生
ま
れ
や
育
ち
、
交
友
関
係
な
ど
を
知
っ
て
、
よ
り
深
く
交
流
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
」

し
た
が
っ
て
、
モ
ス
ク
ワ
に
い
る
日
本
人
は
、
外
交
官
を
の
ぞ
け
ば
、
す
べ
て
「
党
」
が
送
り
込
ん
だ
密
出
国
者

た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
極
東
労
働
者
共
産
大
学
で
、
一
〜
二
年
講
義
を
受
け
る
。
そ
の
内
容
は
、
マ
ル
ク

ス
主
義
理
論
、
近
代
社
会
主
義
運
動
史
と
い
っ
た
学
術
的
な
も
の
か
ら
、
射
撃
や
ス
パ
イ
術
等
の
実
践
的
な
も
の

に
ま
で
及
ぶ
。
学
生
の
出
身
国
は
、
日
本
、
支
那
、
朝
鮮
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
様
々
だ
。

　

毎
年
、
十
人
前
後
の
日
本
人
が
留
学
し
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
は
、
帝
国
大
学
を
出
た
イ
ン
テ
リ
た
ち
だ
が
、
最

近
は
労
働
者
階
級
出
身
者
も
混
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

貴
代
美
の
モ
ス
ク
ワ
留
学
を
後
押
し
し
た
の
は
、
小こ

沼ぬ
ま
け
ん健
吾ご

で
あ
る
。「
党
」
は
学
歴
を
重
ん
じ
る
。
帝
国
大

学
出
身
者
で
な
け
れ
ば
幹
部
に
は
な
れ
な
い
。
労
働
者
階
級
出
身
者
が
党
内
で
出
世
す
る
唯
一
の
抜
け
道
が
、
モ

ス
ク
ワ
留
学
な
の
だ
。

　

貴
代
美
は
、
理
論
に
は
弱
い
が
、
直
感
に
す
ぐ
れ
、
人
望
が
あ
る
。
信
念
を
貫
く
強
さ
も
持
っ
て
い
る
。
観
念

的
な
イ
ン
テ
リ
に
牛
耳
ら
れ
た
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
「
党
」
は
行
き
詰
る
。
本
当
に
必
要
な
の
は
、
貴
代
美
の
よ

う
な
人
材
だ
、
と
小
沼
は
信
じ
て
い
た
。

　

神
戸
か
ら
船
に
乗
り
上
海
へ
、
そ
の
地
で
ソ
連
へ
の
入
国
手
続
き
を
済
ま
せ
る
と
、
船
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

へ
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
二
週
間
か
け
て
モ
ス
ク
ワ
に
入
る
。
貴
代
美
の
肩
書
き
は
、
国
際
労
働
者
会
議
の
日
本
代

表
団
だ
っ
た
。
会
議
は
終
わ
っ
た
後
も
モ
ス
ク
ワ
に
留
ま
り
、
昨
年
の
十
一
月
、
極
東
労
働
者
共
産
大
学
に
入
学

し
、「
ナ
ー
ジ
ャ
」
と
い
う
ロ
シ
ア
名
を
与
え
ら
れ
た
。

「
学
校
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
？
」

　

サ
モ
ワ
ー
ル
か
ら
お
茶
を
つ
ぎ
、
向
か
い
合
っ
て
座
っ
た
ワ
ル
ワ
ー
ラ
の
問
い
に
、
貴
代
美
は
ま
た
頭
を
か
い

た
。
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「
だ
っ
て
、
き
ん
た
ま
を
蹴
っ
て
や
れ
ば
、
男
な
ん
て
簡
単
に
や
っ
つ
け
ら
れ
る
も
ン
」

「
き
ん
た
ま
…
…
？
」

　

貴
代
美
は
笑
っ
て
足
を
の
ば
し
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
の
股
間
を
つ
つ
い
た
。
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
は
腹
を
抱
え
て

笑
っ
た
。

「
そ
れ
、
私
、
知
っ
て
る
」

「
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
も
や
っ
た
こ
と
あ
る
ン
だ
？
」

「
私
、
し
な
い
。
妹
が
得
意
だ
っ
た
」

「
妹
が
い
る
ン
だ
ね
」

「
は
い
。
朝
鮮
に
住
ん
で
る
。
テ
コ
ン
ド
ー
知
っ
て
る
か
？
」

「
知
ら
な
い
」

「
朝
鮮
の
武
術
。
妹
、
と
て
も
強
い
。
名
人
」

「
妹
さ
ん
は
、
今
、
何
を
し
て
い
る
の
？
」

　

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
は
口
を
噤
ん
だ
。
貴
代
美
は
慌
て
た
。
言
い
た
く
な
い
な
ら
、
言
わ
な
く
て
い
い
ン
だ
よ
、

と
付
け
加
え
た
が
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
は
面
差
し
を
悲
し
げ
に
歪
め
、
言
っ
た
。

「
妹
、
た
た
か
っ
て
る
」

「
誰
と
？
」

「
父
。
父
は
私
と
妹
の
敵
」

「
敵
？
」

「
父
、
イ
ル
チ
ン
フ
ェ
」

　

極
東
労
働
者
共
産
大
学
の
学
生
は
、
す
べ
て
寄
宿
舎
で
暮
ら
し
て
い
る
。
二
人
に
ひ
と
つ
ず
つ
部
屋
を
与
え
ら

れ
た
。
貴
代
美
と
同
室
の
朝
鮮
人
女
性
は
、「
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
」
と
い
う
ロ
シ
ア
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ワ

ル
ワ
ー
ラ
に
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
貴
代
美
は
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
と
は
仲
が
良
か
っ
た
。

　

た
だ
、
留
学
生
た
ち
が
自
分
の
素
性
を
明
か
す
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
日
本
人
同
士
で
さ
え
本
名
を
明
か
さ
ず
、

あ
か
ら
さ
ま
な
接
触
は
避
け
て
い
る
。
学
生
食
堂
で
昼
食
を
と
る
時
も
、
互
い
に
談
笑
し
あ
う
こ
と
も
な
い
。
貴

代
美
は
そ
れ
を
不
審
に
思
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
と
割
り
切
っ
て
い
た
。

　

そ
の
日
の
夜
、
夕
食
を
終
え
て
部
屋
に
戻
る
と
、
髪
を
お
さ
げ
に
し
た
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
が
本
を
読
ん
で
い
た
。

「
明
日
は
軍
事
訓
練
だ
ね
エ
」

　

自
分
の
机
に
座
っ
て
本
を
開
き
な
が
ら
、
貴
代
美
は
日
本
語
で
声
を
か
け
た
。

「
助
か
る
よ
、
眠
ら
ず
に
す
み
そ
う
」

　

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
が
手
を
叩
い
て
笑
っ
た
。
貴
代
美
は
頭
を
か
い
た
。
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
は
本
を
閉
じ
て
貴
代

美
に
向
か
い
、
口
を
開
い
た
。

「
軍
事
訓
練
、
一
体
何
す
る
か
ね
」

「
射
撃
と
か
格
闘
じ
ゃ
な
い
か
エ
？
」

「
私
、
そ
れ
、
苦
手
。
ナ
ー
ジ
ャ
、
あ
な
た
は
、
ど
う
？
」

「
射
撃
は
や
っ
た
こ
と
な
い
け
ど
、
喧
嘩
な
ら
男
に
だ
っ
て
負
け
な
い
よ
」

「
ほ
ん
と
か
？
」

　

目
を
見
張
る
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
に
、
貴
代
美
は
得
意
げ
に
言
っ
た
。
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モ
ス
ク
ワ
、
ル
ビ
ャ
ン
カ
広
場
に
面
し
た
ソ
連
国ゲ

ー

ペ

ー

ウ

ー

家
保
安
委
員
会
の
監
獄
で
、
憔
悴
し
き
っ
た
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー

ナ

―
本
名
・
李イ

麗ヨ

華フ
ァ

に
、
判
決
が
下
さ
れ
た
。

　

同
人
は
、
朝
鮮
内
で
親
日
的
活
動
を
行
う
父
を
助
け
る
目
的
で
、
思
想
を
偽
っ
て
朝
鮮
労
働
党
に
入
党
。
モ
ス

ク
ワ
留
学
を
志
願
し
て
実
現
。
ソ
連
国
内
の
諸
情
報
を
集
め
て
父
親
に
送
る
と
同
時
に
、
数
々
の
卑
劣
な
破
壊
活

動
を
行
っ
た
。
そ
の
罪
に
よ
り
、
二
十
五
年
の
強
制
労
働
を
課
す
も
の
と
す
る
。

　

当
時
、
強
圧
的
な
独
裁
政
治
で
お
び
た
だ
し
い
人
々
を
死
に
追
い
や
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　

…
…
愛
と
か
友
情
な
ど
と
い
う
も
の
は
す
ぐ
に
壊
れ
る
が
、
恐
怖
は
長
続
き
す
る
。

　

そ
の
頃
…
…
。

　

全
長
五
千
キ
ロ
の
大
河
・
豆と

満ま
ん
こ
う江

は
、
朝
鮮
と
支
那
と
の
国
境
を
流
れ
て
い
る
。
そ
の
流
域
に
、
人
口
五
万
人

ほ
ど
の
小
さ
な
都
市
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
大
韓
帝
国
が
、
今
は
大
日
本
帝
国
が
領
有
す
る
そ
の
地
に
、
数
百
人

の
日
本
軍
兵
士
が
駐
屯
し
て
い
た
。

　

も
と
も
と
こ
の
地
域
は
、
日
本
と
支
那
と
の
間
で
そ
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
絶
え
な
い
。
さ
ら
に
、
支
那

側
は
古
来
か
ら
朝
鮮
族
が
数
多
く
住
ん
で
い
た
た
め
、
日
本
の
植
民
地
支
配
に
抵
抗
す
る
勢
力

―
い
わ
ゆ
る
抗

日
パ
ル
チ
ザ
ン
の
根
拠
地
と
な
っ
て
い
た
。

　

彼
ら
は
折
を
見
て
豆
満
江
を
越
え
て
朝
鮮
側
に
出
没
し
、
日
本
人
警
官
や
兵
士
、
彼
ら
に
協
力
す
る
朝
鮮
人
を

血
祭
り
に
あ
げ
た
。
襲
撃
が
終
わ
る
と
再
び
豆
満
江
を
渡
っ
て
支
那
側
に
逃
げ
る
の
で
、
手
が
出
せ
な
い
。
朝
鮮

総
督
府
は
事
態
を
重
く
見
て
兵
力
を
増
員
し
た
。
川
の
ほ
と
り
に
は
、
随
所
に
屯
所
が
設
け
ら
れ
、
常
に
十
人
程

の
兵
士
が
詰
め
、
交
代
で
昼
夜
を
問
わ
ず
警
戒
に
当
た
っ
た
が
、
効
果
は
少
な
か
っ
た
。

「
イ
ル
チ
ン
フ
ェ
？
」

　

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
の
た
ど
た
ど
し
い
日
本
語
で
の
説
明
に
よ
る
と
、
イ
ル
チ
ン
フ
ェ
は
漢
字
で
「
一
進
会
」
と

書
く
。
朝
鮮
の
親
日
派
団
体
で
あ
る
。
日
本
が
朝
鮮
を
植
民
地
に
し
た
と
き
、
内
部
か
ら
協
力
し
た
。
ス
ヴ
ェ
ト

ラ
ー
ナ
の
父
は
親
日
派
の
警
察
官
僚
で
、
植
民
地
化
に
抵
抗
す
る
同
胞
を
弾
圧
し
た
。

　

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
と
妹
は
、
そ
ん
な
父
に
反
発
し
、
家
を
飛
び
出
し
た
。
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
は
朝
鮮
労
働
党
に

入
り
、
妹
は
抗
日
武
装
闘
争
に
身
を
投
じ
た
。

「
私
、
い
ず
れ
朝
鮮
に
帰
り
、
妹
と
力
合
わ
せ
、
日
本
人
を
追
い
出
す
。
父
も
許
さ
な
い
」

　

拳
を
握
り
し
め
、
唇
を
震
わ
せ
る
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
を
、
貴
代
美
は
驚
い
た
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
。

　

そ
の
翌
日
。

　

学
生
食
堂
で
睡
魔
と
た
た
か
い
な
が
ら
勉
強
し
て
い
た
貴
代
美
に
、
ワ
ル
ワ
ー
ラ
が
声
を
か
け
て
き
た
。
ロ
シ

ア
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
昨
夜
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
に
聞
い
た
話
を
、
ワ
ル
ワ
ー
ラ
に
告
げ
た
。

「
そ
う
…
…
」

　

興
味
深
げ
に
聞
い
て
い
た
ワ
ル
ワ
ー
ラ
の
表
情
に
、
特
に
変
わ
っ
た
色
は
浮
か
ば
な
か
っ
た
。

　

そ
の
翌
日
。
授
業
を
終
え
て
寄
宿
舎
に
戻
る
と
、
部
屋
に
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
の
姿
は
な
か
っ
た
。
彼
女
の
荷

物
も
す
べ
て
無
く
な
っ
て
い
る
。
戸
惑
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
教
授
も
学
生
も
、
不
意
に
現
れ
、
不
意
に
姿
を
消
す
。

い
ち
い
ち
理
由
を
公
表
は
し
な
い
。
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
、
と
貴
代
美
は
納
得
し
て
い
た
。
他
の
留
学
生

た
ち
も
、
特
に
変
わ
っ
た
様
子
も
な
く
淡
々
と
過
ご
し
て
い
た
。
た
だ
、
一
部
の
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
は
、
明
ら

か
に
動
揺
と
不
安
を
隠
せ
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
ヵ
月
後
。
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か
細
い
、
女
の
声
だ
っ
た
。

　

こ
の
地
で
唯
一
の
高
級
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
は
、
朝
に
な
る
と
、
滞
在
す
る
日
本
人
た
ち
の
情
報
交
換
の
場
と
な

る
。
二
人
の
日
本
人
が
ソ
フ
ァ
に
背
を
沈
め
、
談
笑
し
て
い
た
。

「
ま
た
昨
日
、
日
本
兵
が
殺
さ
れ
た
よ
う
だ
ね
」

　

煙
草
を
吹
か
し
な
が
ら
、
眼
鏡
を
か
け
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
言
っ
た
。

「
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
の
仕
業
で
す
か
？
」

　

材
木
の
仕
入
れ
に
来
て
い
る
商
社
員
が
不
安
げ
に
訊た
ず

ね
る
。

「
お
そ
ら
く
ね
…
…
屯
所
に
詰
め
て
い
た
十
人
、
皆
殺
し
だ
そ
う
だ
。
し
か
も
、
殺
さ
れ
方
が
尋
常
じ
ゃ
な
い
」

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
声
を
ひ
そ
め
た
。

「
睾き
ん
た
ま丸

を
潰
さ
れ
、
な
に

0

0

を
切
り
取
ら
れ
て
口
に
突
っ
込
ま
れ
て
い
た
そ
う
だ
」

　

商
社
員
は
青
ざ
め
た
。

「
残
虐
だ
な
あ
。
実
に
非
文
明
的
だ
…
…
」

　

た
め
息
を
つ
く
商
社
員
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
付
け
加
え
た
。

「
そ
れ
が
あ
い
つ
ら
の
や
り
口
だ
よ
。
男
な
ら
誰
だ
っ
て
、
あ
れ

0

0

を
去
勢
さ
れ
る
の
は
怖
い
。
日
本
の
警
察
や
軍

隊
を
怯お
び

え
さ
せ
、
士
気
を
低
下
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
大
和
魂
を
な
め
と
る
ね
。
た
だ
…
…
」

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
周
り
を
見
回
し
、
商
社
員
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し
て
言
っ
た
。

「
あ
る
と
こ
ろ
で
聞
い
た
の
だ
が
、
連
中
は
、
同
じ
や
り
口
を
仲
間
に
も
適
用
す
る
ら
し
く
て
ね
、
山
中
で
、
パ

ル
チ
ザ
ン
兵
士
の
死
体
が
、
同
じ
状
態
で
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
そ
う
だ
」

　

冬
の
風
が
や
か
ま
し
く
響
く
、
寒
い
夜
。

　

屯
所
の
外
の
川
縁
に
、
二
人
の
日
本
兵
が
銃
剣
を
構
え
て
川
向
こ
う
を
睨に
ら

ん
で
立
っ
て
い
た
。
東
北
の
寒
村
か

ら
徴
兵
さ
れ
た
彼
ら
は
、
入
営
以
来
の
厳
し
い
訓
練
に
よ
っ
て
、
兵
士
と
し
て
の
心
構
え
を
叩
き
込
ま
れ
て
い
た
。

即
ち
、
上
官
の
命
令
に
は
絶
対
服
従
す
る
こ
と
。
命
令
に
は
疑
い
を
一
切
持
た
な
い
こ
と
。
自
己
の
欲
望
や
感
情

を
捨
て
、
命
令
を
遂
行
す
る
機
械
と
な
る
こ
と
…
…
。

　

目
の
前
の
大
河
の
向
こ
う
岸
に
は
、
光
輝
あ
る
大
日
本
帝
国
の
皇
恩
を
有
り
が
た
が
ら
ず
、
武
器
を
持
っ
て
反

抗
す
る
不ふ

逞て
い

の
輩や
か
らが
蠢う
ご
めい
て
い
る
。
彼
ら
は
敵
で
あ
り
、
躊た
め
ら躇
う
こ
と
な
く
抹
殺
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
川
を
渡
っ
て
や
っ
て
く
る
。
と
な
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
川
を
見
張
る
べ
き
で
あ
り
、
視
線
を
逸そ

ら
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

彼
ら
は
、
そ
の
「
敵
」
が
、
背
後
か
ら
足
音
を
忍
ば
せ
て
や
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。「
敵
」
が
、

警
戒
の
手
薄
な
一
キ
ロ
先
か
ら
岸
に
あ
が
り
、
迂
回
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。

　

一
人
の
日
本
兵
の
す
ぐ
背
後
に
立
っ
た
「
敵
」
は
、
い
き
な
り
右
足
を
跳
ね
上
げ
た
。
爪つ
ま
さ
き先
は
あ
や
ま
た
ず
日

本
兵
の
股
間
を
直
撃
し
た
。
兵
は
呻う
め

き
、
股
間
を
両
手
で
押
さ
え
て
う
ず
く
ま
っ
た
。

　

も
う
一
人
の
日
本
兵
が
、
戦
友
の
呻
き
に
気
づ
い
て
振
り
向
い
た
時
、「
敵
」
は
す
で
に
、
彼
の
目
の
前
に
迫

っ
て
い
た
。
叫
び
を
あ
げ
る
暇
も
、
銃
の
引
き
金
を
ひ
く
暇
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。「
敵
」
の
膝
が
彼
の
睾
丸

を
蹴
り
上
げ
た
。
睾
丸
は
「
敵
」
の
膝
と
己
の
腰
骨
と
の
間
で
ひ
し
ゃ
げ
、
想
像
を
絶
す
る
激
痛
を
生
ぜ
し
め
た
。

　

河
原
の
転
が
っ
て
悶
絶
し
、
生
物
的
な
恐
怖
と
苦
痛
に
顔
を
歪
め
る
日
本
兵
た
ち
を
、「
敵
」
は
冷
や
や
か
に

見
下
ろ
し
な
が
ら
、
呟
い
た
。

「
金キ
ム

日イ
ル

成ス
ン

将チ
ャ
ン

軍グ
ン

万マ
ン

歳セ
ー

…
…
」
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ら
し
い
。

「
何
か
分
か
り
ま
し
た
か
？
」

　

近
寄
っ
て
声
を
か
け
て
き
た
の
は
、
ハ
ン
チ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
西
洋
人
だ
っ
た
。

「Good m
orinig M

r.Jones

」

　

満
枝
は
に
っ
こ
り
と
微
笑
ん
で
立
ち
上
が
り
、
手
を
差
し
出
し
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
呼
ば
れ
た
三
十
す
ぎ
の
ア

メ
リ
カ
人
は
、
握
手
を
返
し
、
地
図
を
覗
き
込
む
。

「
こ
れ
は
？
」

「
パ
ル
チ
ザ
ン
が
こ
の
付
近
を
襲
撃
し
た
場
所
と
日
付
で
す
」

「
何
か
、
彼
ら
の
襲
撃
に
一
定
の
法
則
を
見
出
そ
う
と
？
」

「
え
え
」

「
そ
の
法
則
を
把
握
で
き
ま
し
た
か
？
」

「
い
い
え
、
ま
っ
た
く
」

　

満
枝
は
平
然
と
笑
顔
で
返
し
た
。

「
無
計
画
で
無
謀
な
組
織
だ
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
笑
い
、
そ
れ
か
ら
声
を
低
め
、
満
枝
の
耳
元
で
囁
さ
さ
やい
た
。

「
将ジ
ェ
ネ
ラ
ル軍に
会
え
そ
う
で
す
」

「
あ
ら
」

　

満
枝
は
眼
を
見
開
い
た
。「
将
軍
」
と
は
、
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
組
織
の
指
導
者
の
こ
と
。
名
は
知
れ
渡
っ
て
い

る
が
、
そ
の
正
体
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
通
信
社
の
特
派
員
と
し
て
こ
の
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ー
ン
ズ

「
仲
間
を
で
す
か
？
」

「
あ
あ
、
裏
切
り
者
を
処
刑
す
る
の
に
、
そ
う
す
る
ら
し
い
」

「
ま
っ
た
く
非
人
間
的
だ
」

　

商
社
員
は
頭
を
抱
え
る
よ
う
に
し
て
言
っ
た
。

「
明
日
は
山
奥
の
村
ま
で
買
い
付
け
の
視
察
だ
と
い
う
の
に
、
大
丈
夫
か
な
あ
…
…
い
っ
た
い
、
軍
隊
は
何
を
し

て
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
さ
っ
さ
と
奴
ら
の
根
城
を
攻
撃
し
、
皆
殺
し
に
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
」

　

商
社
員
の
愚
痴
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
笑
っ
た
。

「
そ
の
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
に
武
器
や
食
糧
を
売
り
つ
け
る
日
本
人
も
い
る
と
い
う
噂
だ
か
ら
ね
え
。
あ
ん
た
ら
商

売
人
は
、
ほ
ん
と
う
に
逞
た
く
まし
い
よ
」

　

う
ち
は
、
そ
ん
な
売
国
的
行
為
は
し
ま
せ
ん
よ
、
と
口
を
尖
ら
せ
る
商
社
員
と
背
中
合
わ
せ
に
、
ひ
と
り
ソ
フ

ァ
に
座
っ
て
新
聞
を
読
む
一
人
の
女
性
が
い
た
。

　

伊い

集じ
ゅ
う

院い
ん
み
つ満
枝え

だ
っ
た
。

　

川か
わ

奈な

産
業
の
社
長
で
あ
る
川
奈
昭
一
郎
の
睾
丸
を
破
裂
さ
せ
、
そ
の
株
を
買
い
取
り
、
同
社
を
事
実
上
乗
っ
取

っ
た
伊
集
院
満
枝
が
、
こ
の
危
険
な
国
境
地
域
に
姿
を
現
し
た
理
由
は
、
さ
て
措お

く
と
し
よ
う
。

　

や
が
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
商
社
員
も
席
を
立
ち
、
広
い
ロ
ビ
ー
に
座
っ
て
い
る
の
は
満
枝
ひ
と
り
と
な
っ
た
。

　

黒
っ
ぽ
い
ス
ー
ツ
に
ス
カ
ー
ト
姿
の
満
枝
は
、
膝
に
地
図
を
広
げ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
鉛
筆
で
印
を
つ
け
て
い

た
。
十
二
月
十
五
日
（
三
人
、
兵
士
）、
一
月
六
日
（
二
人
、
警
察
官
）
と
い
う
ふ
う
に
。

　

ど
う
や
ら
、
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
が
日
本
の
軍
人
や
警
官
を
襲
撃
し
た
日
付
と
、
犠
牲
者
の
数
を
記
入
し
て
い
る
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「
と
て
も
辛
抱
強
い
」

「
ア
メ
リ
カ
人
男
性
の
良
さ
は
、
私
の
よ
う
な
女
性
も
、
す
ぐ
に
誉
め
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

満
枝
は
応
え
た
。

「
日
本
の
男
性
は
、
滅
多
に
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」

「
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
」

「
女
性
を
誉
め
る
こ
と
は
、
自
ら
の
地
位
を
貶お
と
しめ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
」

「
あ
な
た
は
、
自
国
の
男
性
が
嫌
い
な
の
で
す
か
？
」

　

満
枝
は
微
笑
み
、
言
っ
た
。

「
率
直
な
と
こ
ろ
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
美
点
で
す
」

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
肩
を
す
く
め
、
あ
、
と
小
さ
く
叫
ん
だ
。

　

暗
い
川
面
に
ぽ
つ
ん
と
浮
か
び
上
が
っ
た
光
点
が
、
次
第
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
の
船
に

違
い
な
い
。
こ
こ
で
船
に
乗
っ
て
対
岸
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
陸
路
、「
将
軍
」
の
い
る
根
拠
地
ま
で
歩
く
も
の
と

さ
れ
て
い
た
。

　

や
が
て
、
小
さ
な
ジ
ャ
ン
ク
（
木
造
帆
船
）
が
姿
を
現
し
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
手
に
し
た
ラ
ン
プ
を
ゆ
っ
く
り

と
振
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
ク
に
は
、
粗
末
な
カ
ー
キ
色
の
綿
入
れ
に
身
を
包
ん
だ
パ
ル
チ
ザ
ン
兵
士
が
三
人
乗
り
込
ん
で
い
た
。

そ
の
う
ち
一
人
が
河
原
に
降
り
立
ち
、
近
寄
っ
て
く
る
。

「
ミ
ス
タ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
か
？
」

　

な
ま
り
の
強
い
英
語
の
声
は
、
女
性
の
も
の
だ
っ
た
。
小
柄
で
、
身
の
丈
は
五
尺
（
約
一
五
〇
セ
ン
チ
）
に
満

は
、
前
々
か
ら
、「
将
軍
」
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ス
ク
ー
プ
を
狙
っ
て
い
た
。

「
す
ば
ら
し
い
知
ら
せ
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「T
hank you

」

　

西
洋
人
ら
し
く
折
り
目
正
し
い
お
辞
儀
で
祝
意
に
応
え
た
後
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
言
っ
た
。

「
当
然
、
同
行
を
希
望
さ
れ
ま
す
ね
」

「
え
え
」

「
で
は
、
私
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、
先
方
に
話
を
通
し
て
お
き
ま
す
。
日
時
が
決
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
連
絡
し
ま
す
」

　

再
び
握
手
を
か
わ
し
て
別
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
大
股
に
ホ
テ
ル
の
玄
関
へ
と
消
え
た
。

　

数
日
後
の
夜
。

　

朝
鮮
半
島
の
冬
は
厳
し
い
。
吐
く
息
が
白
く
凍
り
そ
う
だ
っ
た
。

　

頭
に
マ
フ
ラ
ー
を
巻
き
つ
け
、
ニ
ッ
カ
ポ
ッ
カ
ー
に
分
厚
い
外が
い
と
う套

を
羽
織
っ
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
満
枝
は
、
町
外

れ
の
、
滔と
う
と
う々

と
流
れ
る
豆
満
江
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
の
連
絡
役
と
落
ち
あ
い
、

「
将
軍
」
の
居
場
所
ま
で
案
内
さ
れ
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
る
。

　

身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
の
な
か
、
伊
集
院
満
枝
は
微
動
だ
に
せ
ず
、
闇
の
向
こ
う
を
流
る
大
河
を
見
つ
め
て
い

た
。

「
あ
な
た
は
、
実
に
タ
フ
だ
」

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
感
に
堪
え
た
よ
う
な
声
を
出
し
た
。
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「W
ow
!

」

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
両
手
を
打
ち
合
わ
せ
て
小
躍
り
し
、
満
枝
に
駆
け
寄
っ
た
。
そ
の
背
後
で
、
ジ
ャ
ン
ク
が
ゆ
っ

く
り
と
河
辺
を
離
れ
て
い
っ
た
。

「
ミ
ス
・
イ
ジ
ュ
ー
イ
ン
、
貴
女
は
ど
ん
な
魔
法
を
使
っ
た
の
で
す
？
」

「
魔
法
？
」

「
彼
女
は
私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。
三
日
後
の
同
じ
時
刻
に
、
こ
の
場
所
で
、
自
分
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
。

あ
の
日
本
人
女
性
に
も
、
ぜ
ひ
同
席
し
て
ほ
し
い
、
と
」

　

満
枝
は
小
首
を
傾
げ
、
訝
し
げ
な
面
持
ち
を
作
っ
た
。

「
あ
の
女
性
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
に
値
す
る
人
物
な
の
で
す
か
？
」

「
大
ス
ク
ー
プ
で
す
。
彼
女
は
、
有
名
な
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
で
す
よ
」

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
興
奮
し
て
い
た
。

「
本
名
は
李イ

麗ヨ

姫ヒ

。
ソ
ウ
ル
の
名
家
の
生
ま
れ
で
、
父
親
は
悪
名
高
い
親
日
家
で
す
が
、
家
出
し
て
抗
日
闘
争
に

身
を
投
じ
た
勇
敢
な
女
性
で
す
。
格
闘
の
名
人
で
、
日
本
の
兵
士
や
警
官
を
殺
害
し
て
い
る
の
も
彼
女
だ
と
い
う

噂
が
あ
る
。
確
か
姉
も
社
会
主
義
組
織
の
メ
ン
バ
ー
だ
と
か
…
…
」

「
女
性
な
の
に
、
と
て
つ
も
な
い
人
な
の
で
す
ね
」

「
ミ
ス
・
イ
ジ
ュ
ー
イ
ン
、
プ
リ
ー
ズ
」

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
両
手
を
合
わ
せ
て
懇
願
し
た
。

「
彼
女
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
る
ま
で
、
こ
の
地
に
留
ま
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

「O
ff course

」

た
な
い
。

「
そ
う
だ
。
彼
女
は
ミ
ス
・
イ
ジ
ュ
ー
イ
ン
」

　

満
枝
は
マ
フ
ラ
ー
を
取
り
、
丁
寧
に
お
辞
儀
を
し
た
。
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
は
言
っ
た
。

「
日
本
人
か
？
」

　

朝
鮮
訛
り
の
強
い
日
本
語
だ
っ
た
。
満
枝
は
頷
い
た
。
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
は
唇
を
か
す
か
に
歪
め
、
そ
れ
か
ら

英
語
で
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
言
っ
た
。

「
残
念
だ
が
、
将
軍
は
あ
な
た
た
ち
に
会
え
な
く
な
っ
た
」

「
な
ん
だ
っ
て
？
」

　

両
手
を
大
き
く
広
げ
て
驚
き
を
表
す
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
、
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
は
、
理
由
は
言
え
な
い
、
と
の
み
答

え
、
背
を
向
け
て
歩
き
出
し
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
そ
の
後
を
追
い
か
け
、
ジ
ャ
ン
ク
の
船
べ
り
に
手
を
か
け
て
食

い
下
が
っ
た
が
、
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
は
無
言
で
手
を
振
り
拒
絶
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

「
十
二
月
十
五
日
に
三
人
！
」

　

満
枝
が
日
本
語
で
叫
ん
だ
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
が
、
言
い
争
い
を
や
め
て
満
枝
を
見
た
。

「
一
月
六
日
に
二
人
！
…
…
そ
し
て
昨
夜
は
十
人
！
」

　

女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
が
ゆ
っ
く
り
と
満
枝
に
歩
み
寄
っ
た
。
日
本
語
の
通
じ
な
い
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
困
惑
し
て
見
つ

め
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
満
枝
は
静
か
に
言
っ
た
。

「
日
本
兵
の
睾
丸
を
潰
し
て
殺
し
た
の
は
、
あ
な
た
な
の
で
し
ょ
う
？
」

　

女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
は
、
し
ば
ら
く
満
枝
を
凝
視
し
、
や
が
て
笑
い
出
し
た
。
そ
の
ま
ま
満
枝
に
背
を
向
け
、
ジ

ャ
ン
ク
へ
と
向
か
い
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
す
れ
違
い
際
に
、
何
か
を
耳
打
ち
し
た
。
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「
人
間
は
、
そ
の
本
質
が
善
な
の
か
悪
な
の
か
…
…
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
き
れ
い
な
も
の
は
汚
く
、
汚
い
も

の
は
き
れ
い
だ
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
お
そ
ら
く
善
と
悪
と
は
渾
然
一
体
の
も
の
。
少
な
く
と
も
、
人
と
人
と

が
殺
し
あ
う
今
の
時
代
を
見
れ
ば
、
純
粋
な
善
と
は
言
い
が
た
い
こ
と
は
事
実
で
す
」

「
あ
な
た
は
、
な
か
な
か
の
哲
学
者
で
す
ね
」

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
眼
を
丸
く
し
て
言
っ
た
。

「
あ
な
た
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
私
は
、
人
と
人
と
が
殺
し
あ
う
風
景
を
実
際
に
見
た
い
。
そ
れ
で
こ
の
地
へ
来

た
こ
と
に
な
る
」

「
殺
し
あ
う
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
」

　

満
枝
は
、
川
面
を
見
つ
め
続
け
な
が
ら
言
っ
た
。

「
戦
争
な
ら
ば
、
理
解
で
き
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
敵
か
ら
身
を
守
る
の
は
、
生
物
と
し
て
の
本
能
で
し
ょ
う
。

で
も
一
方
で
、
本
来
は
味
方
で
あ
る
べ
き
同
胞
を
も
敵
と
見
な
し
、
彼
ら
を
恐
怖
に
陥
れ
、
時
に
は
命
を
奪
う
。

こ
れ
も
人
間
の
本
能
な
の
で
し
ょ
う
か
」

「
そ
れ
は
…
…
具
体
的
に
は
？
」

「
こ
の
地
の
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
が
、
敵
で
あ
る
日
本
人
を
殺
す
の
は
、
日
本
人
で
あ
る
私
に
も
分
か
り
ま
す
。
で

も
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
パ
ル
チ
ザ
ン
は
味
方
に
も
同
じ
事
を
す
る
そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
に
す
る
の
と
同

様
の
残
虐
な
や
り
口
で
、
去
勢
し
た
挙
句
に
殺
す
。
そ
れ
は
な
ん
の
た
め
で
し
ょ
う
」

「
殺
さ
れ
た
連
中
は
、
ス
パ
イ
か
裏
切
り
者
だ
っ
た
か
ら
で
は
？
」

「
そ
れ
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
」

　

満
枝
の
白
い
顔
が
紅
潮
し
、
眼
に
光
が
と
も
っ
た
。

　

満
枝
は
即
答
し
た
。

「
も
と
よ
り
、
そ
の
つ
も
り
で
す
。
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
経
験
に
な
り
そ
う
で
す
わ
ね
」

　

三
日
後
の
夜
。

　

伊
集
院
満
枝
と
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
同
じ
場
所
で
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
の
李
麗
姫
が
現
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

「
な
か
な
か
来
ま
せ
ん
ね
」

　

外
套
の
胸
元
を
か
き
あ
わ
せ
な
が
ら
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
言
っ
た
。

「
彼
ら
と
つ
き
あ
う
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
忍
耐
力
で
す
。
私
は
慣
れ
て
い
る
が
、
ミ
ス
・
イ
ジ
ュ
ー
イ
ン
、
寒

く
て
た
ま
ら
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
平
気
で
す
」

　

満
枝
は
笑
顔
で
答
え
た
。

「
寒
い
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
ま
し
た
か
ら
」

「
日
本
の
北
部
で
し
た
ね
。
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
」

「
退
屈
な
街
で
す
」

「
で
は
、
あ
な
た
も
刺
激
を
求
め
て
、
こ
の
地
に
来
た
わ
け
で
す
ね
？
」

「
刺
激
は
、
自
分
か
ら
作
り
出
す
も
の
。
私
が
こ
の
地
に
来
た
の
は
、
学
び
た
か
っ
た
か
ら
で
す
」

「
何
を
？
」

「
人
間
と
言
う
存
在
を
」

　

満
枝
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
背
を
向
け
、
暗
く
流
れ
る
川
面
を
見
つ
め
た
。
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「
お
前
、
な
ぜ
、
私
を
探
す
？
」

「
あ
な
た
を
？
」

「
隠
す
、
無
駄
。
私
、
知
っ
て
る
。
お
前
、
一
ヵ
月
前
、
こ
こ
に
来
た
。
ず
っ
と
私
を
探
し
て
た
。
私
と
会
う
た

め
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
人
と
仲
良
く
な
っ
た
。
な
ぜ
だ
？
」

「
こ
の
一
ヵ
月
、
わ
た
く
し
を
見
張
っ
て
ら
し
た
わ
け
ね
」

「
答
え
ろ
」

「
ど
う
せ
殺
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
答
え
る
気
に
は
な
れ
な
い
わ
」

　

満
枝
は
微
笑
み
、
一
歩
さ
が
っ
た
。
麗
姫
が
そ
れ
に
合
わ
せ
て
前
に
出
よ
う
と
し
た
時
、
満
枝
は
踵き
び
すを
返
し
て

歩
き
出
し
た
。

　

引
き
金
に
指
を
か
け
た
ま
ま
拳
銃
を
擬
す
る
麗
姫
に
背
を
向
け
、
満
枝
は
続
け
た
。

「
わ
た
く
し
が
興
味
が
あ
る
の
は
、
あ
な
た
の
手
口
よ
。
睾
丸
を
破
裂
さ
せ
、
男
根
を
切
り
取
っ
て
喉
に
詰
め
、

窒
息
死
さ
せ
る
…
…
男
性
に
と
っ
て
は
、
い
ち
ば
ん
苦
し
み
が
多
く
、
い
ち
ば
ん
屈
辱
的
な
殺
さ
れ
方
で
し
ょ
う

ね
。
さ
す
が
の
わ
た
く
し
も
、
男
根
を
切
っ
て
喉
に
詰
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
わ
」

「
お
前
…
…
」

　

麗
姫
は
言
っ
た
。
わ
ず
か
に
声
が
震
え
て
い
た
。

「
お
前
、
男
の
睾
丸
を
潰
し
た
こ
と
…
…
」

「
あ
る
わ
」

「
何
人
？
」

「
数
え
た
こ
と
な
ん
か
な
い
わ
。
と
も
か
く
、
わ
た
く
し
は
、
そ
ん
な
残
忍
な
手
口
で
、
敵
ど
こ
ろ
か
味
方
ま
で

「
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
彼
ら
な
り
の
支
配
の
法
則
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
恐
怖
で
人
を
縛
る
。
そ
の
や
り
方
が
有

効
な
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
、
恐
怖
政
治
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
恐
怖
が
世

界
の
大
部
分
を
覆
っ
た
時
、
何
が
起
こ
る
の
か
。
そ
う
な
っ
た
時
、
私
の
目
の
前
に
ど
ん
な
風
景
が
広
が
っ
て
い

る
の
か
…
…
。
私
は
、
そ
れ
を
早
く
見
た
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

背
後
で
ど
さ
っ
と
重
い
音
が
響
い
た
。

　

振
り
向
く
と
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
仰
向
け
に
倒
れ
て
い
た
。
そ
の
喉
が
ぱ
っ
く
り
と
横
一
文
字
に
開
き
、
鮮
血
を

吹
き
上
げ
て
い
る
。

　

屍
し
か
ば
ねと
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
傍
ら
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
女
性
パ
ル
チ
ザ
ン
の
李
麗
姫
で
あ
っ
た
。
右
手
に

血
の
滴し
た
たる
ナ
イ
フ
を
、
左
手
に
拳
銃
を
構
え
、
そ
の
銃
口
は
伊
集
院
満
枝
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

「
な
ぜ
、
去
勢
な
さ
ら
な
か
っ
た
の
？
」

　

銃
口
を
向
け
ら
れ
な
が
ら
動
揺
し
た
ふ
う
も
見
せ
ず
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
死
体
を
一い
ち
べ
つ瞥
し
て
か
ら
、
満
枝
は
静
か

に
訊た
ず

ね
た
。

「
彼
、
ア
メ
リ
カ
人
」

　

李
麗
姫
は
答
え
た
。

「
苦
し
め
て
死
な
せ
る
必
要
、
な
い
」

「
で
は
、
わ
た
く
し
も
苦
し
ま
ず
に
、
楽
に
死
ね
る
の
か
し
ら
」

「
私
、
お
前
を
殺
す
。
で
も
、
そ
の
前
に
聞
く
こ
と
、
あ
る
」

　

麗
姫
は
拳
銃
を
構
え
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
と
歩
み
寄
り
、
銃
口
を
満
枝
の
額
に
当
て
た
。
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「
…
…
…
…
」

「
あ
な
た
は
い
ず
れ
、
粛
清
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
」

「
何
言
う
か
！
」

「
む
ざ
む
ざ
粛
清
さ
れ
る
あ
な
た
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
パ
ル
チ
ザ
ン
仲
間
か
ら
去
っ
て
し
ま
え
ば
、
あ

な
た
に
は
居
場
所
が
な
い
。
逃
げ
回
る
生
活
が
い
つ
ま
で
続
く
か
…
…
そ
の
時
こ
そ
、
わ
た
く
し
の
と
こ
ろ
に
来

て
、
わ
た
く
し
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
の
？
」

「
力
を
…
…
？
」

「
あ
な
た
は
、
こ
の
地
で
日
本
の
支
配
に
抵
抗
し
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
い
ず
れ
、
日
本
を
内
側
か
ら
壊
し
て
い

く
つ
も
り
よ
」

　

呆
然
と
言
葉
も
な
い
麗
姫
に
、
満
枝
は
深
々
と
お
辞
儀
を
し
た
。

「
今
夜
は
、
こ
こ
で
お
暇い
と
ます

る
わ
。
い
ず
れ
再
会
の
と
き
ま
で
、
ご
き
げ
ん
よ
う
」

　

満
枝
は
闇
の
な
か
に
消
え
た
。

　

拳
銃
を
構
え
た
ま
ま
立
ち
尽
く
し
て
い
た
麗
姫
は
、
や
が
て
苦
笑
い
を
浮
か
べ
、
ナ
イ
フ
と
銃
を
し
ま
い
、
満

枝
が
置
い
て
い
っ
た
紙
片
を
拾
っ
た
。
し
ば
し
眺
め
た
後
、
紙
片
を
畳
ん
で
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
が
ら
呟つ
ぶ
やい

た
。

「
お
許
し
を
…
…
あ
の
日
本
女
に
丸
め
込
ま
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

そ
し
て
小
さ
く
付
け
加
え
た
。

「
…
…
金キ
ム

日イ
ル

成ス
ン

将チ
ャ
ン

軍グ
ン

万マ
ン

歳セ
ー

…
…
」

　

こ
の
当
時
、
支
那
と
朝
鮮
と
の
国
境
地
帯
で
抗
日
武
装
闘
争
を
展
開
し
て
い
た
パ
ル
チ
ザ
ン
の
指
導
者
を
、
朝

殺
し
て
い
る
あ
な
た
に
会
い
た
く
な
っ
た
の
」

　

麗
姫
の
面
差
し
が
怪
訝
そ
う
に
ゆ
が
ん
だ
。

「
あ
な
た
を
突
き
動
か
し
て
い
る
の
は
何
か
。
憎
し
み
か
、
悲
し
み
か
、
そ
れ
と
も
快
楽
を
得
る
た
め
か
…
…
そ

れ
を
知
り
た
く
な
っ
た
の
よ
」

　

満
枝
は
再
び
、
麗
姫
に
向
き
直
り
、
外
套
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
だ
。
麗
姫
が
引
き
金
に
か
け
た
指
が
、

反
射
的
に
力
が
入
る
。

「
撃
っ
た
ら
、
日
本
兵
が
駆
け
つ
け
る
わ
よ
」

　

満
枝
の
声
に
制
さ
れ
、
麗
姫
は
引
き
金
か
ら
指
を
離
し
た
。

「
五
百
メ
ー
ト
ル
先
に
、
日
本
兵
が
十
数
人
、
詰
め
て
い
る
わ
。
機
関
銃
も
用
意
し
て
い
る
。
い
く
ら
あ
な
た
で

も
、
独
り
で
相
手
を
す
る
の
は
無
理
」

　

眼
を
開
い
て
凝
視
す
る
麗
姫
に
、
満
枝
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
紙
片
を
差
し
出
し
た
。
紙
片
と
満
枝
の

顔
を
交
互
に
見
る
麗
姫
に
、
満
枝
は
説
明
し
た
。

「
わ
た
く
し
の
名
前
と
住
所
よ
」

　

そ
の
紙
片
を
足
元
に
置
き
、
満
枝
は
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
っ
た
。

「
い
ず
れ
あ
な
た
は
、
わ
た
く
し
を
頼
る
こ
と
に
な
る
わ
」

「
な
に
？
」

「
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
あ
な
た
は
優
秀
な
パ
ル
チ
ザ
ン
。
今
は
、
上0

の
人
も
あ
な
た
を
重
ち
ょ
う

宝ほ
う

し
て
い
る
。

で
も
、
平
気
で
男
を
去
勢
し
て
殺
す
よ
う
な
女
を
、
男
が
許
す
わ
け
な
い
も
の
。
そ
れ
は
社
会
主
義
者
で
あ
れ
、

帝
国
主
義
者
で
あ
れ
、
変
わ
ら
な
い
わ
」
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鮮
の
人
々
は
「
金
日
成
将
軍
」
と
呼
び
、
秘
か
に
敬
慕
し
て
い
た
。
後
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
家
主
席

と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。


